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今年度の活動計画 

●基本方針 

流通業界においては、デフレ状況下で厳しい企業間競争が続いており、一層の業務効率化とコス

ト削減が求められている。この動きは、従来から行われてきた企業間の取引業務改革だけでなく、

製配販の協働によるサプライチェーン全体の無駄の排除と新たな価値の創造に向けた活動に発展し

てきている。 

当協議会としてもこのような流通業界の動向に対応して、流通 BMS の機能の充実とより一層の普

及推進を実現することにより、流通サプライチェーンの情報連携のための共通インフラ作りという

本来の役割を果たしていく必要がある。 

以上のような認識を踏まえ、平成 23 年度においても正会員、支援会員と連携しながら、また 5

月に設立が予定されている「製・配・販連携協議会」との役割分担を明確にしながら、標準の適切

な維持管理と機能の拡充、標準の導入推進に関わる活動に積極的に取り組むものとする。 

●維持管理活動 

2010 年度と同様、「メッセージメンテナンス部会」「商品マスタデータ部会」「物流システム部会」

「技術仕様検討部会」「Web-EDI 検討部会」を設置し、それぞれの内容に応じた維持管理活動を行

う。 

このうち、商品マスタデータ部会では、2010 年度のアパレルに続いて日用品・化粧品・一般医

薬品向けのガイドラインを、Web-EDI 検討部会では 2010 年度に策定した基本方針に沿った「流

通 BMS における Web-EDI ガイドライン」を作成し、公開する。 

●普及推進活動 

「普及推進部会」を中心に検討し、以下の活動を行う。 

・導入状況の把握と開示 

引き続いて流通 BMS 導入企業名を定期的に公開するほか、正会員の協力を得て小売、卸、メー

カーに対してアンケート調査を行い、より詳細な導入状況と課題を把握する。 

・講座やセミナーの開催 

流通 BMS 講座（導入編、システム設計編）を定期開催する。また、11 月 16 日に東京・有明

で流通 BMS フォーラムを開催する。普及セミナーについては、正会員、支援会員と連携しながら、

流通 BMS の導入推進を具体的にサポートできるような内容を中心に実施する。 

・製品やサービスの紹介 

検索システムを通じてロゴマーク許諾済製品・サービスの推奨を行うとともに、11 月 16 日の

フォーラム開催時にそれらの展示会を併催する。 

・広報普及媒体の作成と配付 

流通 BMS の普及に資する DVD を作成し、会員に配付するとともに各種広報活動で利用する。 
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を行うことが求められています。この部分が今まで弱かったと感じています。そこで、協会として

もお客様とのコミュニケーションの重要性を訴え、教育内容について提案を行っています。 

現在、流通業では M&A が盛んに行われていますが、当協会の会員の間でも大手を中心に M&A

が増えています。しかし、健康相談などのセルフメディケーションには地域に密着したサービスが

欠かせません。地元に詳しい、また地元で認知されている企業が各県に 1～2 社でもあれば、大手

グループの傘下では難しいきめ細やかなサービスを提供し、お客様との信頼関係を築き、成長し続

けることができるでしょう。そのような面ではスーパー業界と似ているのかもしれません。実際、

地元同士ということもあり、スーパーから一緒に出店しませんかという誘いもあります。小規模の

ショッピングセンターなどで地元なりの強みを発揮できればと思います。 

 

— 業界の情報化の課題は何でしょうか？ 

 

江黒 商品情報の伝達については、業界で共通に使うデータベースをプラネットさんがバックアッ

プしてくれています。現在は自社開発のシステムを利用している小売企業が多く、卸・メーカーの

負担が大きいので商品情報の効率的な伝達は課題の一つです。 

取引データの EDI については、経済産業省の支援で 2006 年度から 3 年間、標準化に取り組

みました。したがって、標準化はできていますが、あまり導入は進んでいません。先日行われた

JAPAN ドラッグストアショーでは、流通 BMS の導入企業であるユタカファーマシーさんが標準

EDI 導入のメリットを紹介する予定でしたが、講演が始まった直後に東日本大震災が起こり、中止

となってしまいました。 

会員企業には、チェーンドラッグストア業界の導入ガイドラインを作成して配布したり、企業

間取引に必要な伝票や請求書・支払明細書が不要になり、その用紙費用、保管費、データ入力する

人件費などが不要になることにより、伝票 1 枚あたり 10 円削減できるなど、具体的な効果を伝

えたりして、導入を促しています。当協会の会員企業に流通 BMS が普及していくには、時間はか

かるでしょうが、製・配・販連携協議会の発足や日本を代表する企業による流通ＢＭＳ導入宣言・

導入計画公開など、全体最適化のムードが高まっていることは、会員企業に伝えていきたいと思い

ます。 

 

— 業界標準化推進委員会の今年度の活動計画を教えてください。 

 

江黒 当協会には 12 の委員会があります。業界標準化推進委員会では、EDI 推進ガイドラインを

もとに、実運用化の普及を図る、カテゴリーマネジメント分析シートの普及を図る、普及に向けた

問題点の洗い出しと解決への方向性を探る、の 3 つについて活動しています。参加企業は 8 社で、

約 2 ヵ月に１回委員会を開催しています。 

システム部門の方は、JCA 手順の限界やモデムのサポート終了など、不都合が生じることを承

知しています。しかし流通 BMS に対するオーナーの関心が低い、また、もともと情報化に対する

意識があまり高くなく、情報システム部にお任せ、といった事情があります。加えてここのところ

の景気後退や震災の影響により、店頭が一番重要。また、投資をできるだけ抑えたいという傾向が
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あります。当委員会の一番重要な活動は、流通 BMS の普及啓発だと考えます。流通 BMS 協議会

の力も借りながら、推進していきたいと思います。 

そのためにも流通 BMS 協議会には当協会の会合などで事例を紹介していただけると助かりま

す。会員企業を対象に、東京、名古屋、大阪、福岡など各都市で様々な会合やセミナーを開催して

いますので、その際、流通 BMS の説明だけでなく、具体的にどの企業が、どのように動いている

か、といった情報を提供していただけると導入が加速するでしょう。当協会の会報にも継続して流

通 BMS の話題を掲載していきます。 

昨年度は、流通 BMS 協議会の商品マスタデータ部会とメッセージメンテナンス部会に参加し

ましたが、今年度は普及推進部会への委員派遣も必要だと考えています。 

ドラッグストア各企業におかれては、早期に標準 EDI を導入し、業務の合理化、コストダウン

の実現、さらには、ドラッグストア業界の社会的役割がより一層拡大することができるように、標

準 EDI の普及、推進を進めていきますので、ぜひともご協力をお願いいたします。 

（聞き手：坂本尚登、まとめ：島崎綾子） 
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設立式 

8 

携フォー

推進宣言

）流通経済研

日、東京・港

おけるメー

メントの抜本

の貢献を目指

加して、準備

や本格的な協

品削減、流通

結果を報告す

30～18：45

曙」 

報告 

プ報告 

報告 

ググループ報告

ッション 

ーラム

言に 49

研究所が共

港区の明治記

ーカー（製）、

本的なイノベ

指している。

備的な会合

協議会活動

通ＢＭＳ導入

すると共に、

5 懇親パー

告 

を開催

社賛同 

同主催する

記念館で開催

、中間流通

ベーション

 

を継続し実

の運営方法

入促進）に

正式な協議

ーティ ～19

催 

る製・配・販

催した。 

・卸（配）、

・カイゼン

実施。経済産

法などに関す

関するワー

議会の発足を

：45 

販連携協議会

小売（販）

ンを図り、も

産業省の積極

する議論を開

ーキンググル

を宣言した。

会

）

も

極

開

ル
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流通ＢＭＳ導入推進ワーキンググループの発表では、発起人１５社及び賛同企業一同（５月１９

日現在：４９社）が、情報連携強化によるサプライチェーン全体の最適化を推進し、ひいては生活

者の豊かな国民生活に貢献するため、流通ＢＭＳ導入推進宣言書を公開した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊1、＊2、＊3 の注釈は省略） 

 

 導入・拡大計画は平成２３年９月末を目途に、製・配・販連携協議会を通じて、公表する予定で

ある。ここでは、流通ＢＭＳ協議会の流通ＢＭＳ導入企業一覧と連動することも考慮している。ま

た、製・配・販連携協議会についての、成果物など様々な情報についても、現在、公開方針を検討

中であり、順次、公開予定である。 

＜賛同企業一覧：5 月 19 日現在＞ (株)アークス、アサヒビール(株)、味の素(株)、(株)あらた、

イオン九州(株)、イオン北海道(株)、イオンリテール(株)、イオン琉球(株)、(株)イズミ、イズミヤ(株)、

伊藤忠食品(株)、(株)イトーヨーカ堂、花王(株)、加藤産業(株)、(株)カネボウ化粧品、キユーピー(株)、

キリンビール(株)、(株)光洋、国分(株)、(株)コメリ、(株)サークルＫサンクス、サントリー食品イン

ターナショナル(株)、(株)資生堂、資生堂販売(株)、ジャペル(株)、(株)セブン-イレブン・ジャパン、

(株)ダイエー、日清食品(株)、(株)日本アクセス、(株)Ｐａｌｔａｃ、(株)フジ、ﾌﾟﾛｸﾀｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｷﾞｬﾝﾌﾞ

ﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)、(株)平和堂、マックスバリュ九州(株)、マックスバリュ東北(株)、マックスバリュ西

日本(株)、マックスバリュ北海道(株)、(株)ﾏﾂﾓﾄｷﾖｼﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ、(株)マルエツ、三井食品(株)、ミニ

ストップ(株)、(株)ヤオコー、ユニー(株)、ﾕﾆﾘｰﾊﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ(株)(株)ヨークマート、ライオ

ン(株)、(株)ライフコーポレーション、(株)菱食、(株)ローソン 

流通BMS 導入宣言書 

私たちは、製・配・販の効率的な情報連携による

サプライチェーン全体の最適化実現のため、 

流通BMS の導入※１を推進します 

上記を実現するため、 

 

（１） 私たちは、現在、普及段階にあるサプライヤー 

（メーカー・卸）と小売間の取引※２について、各社で 

流通BMS 導入・拡大 計画※３を策定し、製・配・販連携

協議会を通じて公表します 

 

（２） 私たちは、積極的な情報公開を行い、流通BMS の

普及啓発に努めます 



 

５月 19

界の業務改

配（卸）、販

商品を届け

大きな効果

このよう

から聞かれ

の制定につ

チェーンの

当時はカル

競争に負け

これに対

自社だけの

であること

全体最適

製・配・販

が言えるで

 

 

 

 

9 日に正式

改革のキーワ

販（小売）が

けたり、新た

果を実現する

うな取組みは

れるようにな

つながった経

の全体最適化

ルフールやウ

けない効率化

対して今日の

の努力（部分

とが以前より

適のベースと

販連携協議会

でしょう。 

製・販・

キーワード

流

発足した「

ワードとなっ

が連携して目

たな需要を喚

ることです。

は「流通サプ

なったサプラ

経済産業省事

化促進事業」

ウオルマート

化を実現しよ

の製配販連携

分最適）には

りも強く意識

となる企業間

会による流通

販のスムー

ド解説 

流通サプラ

「製・配・販

っていること

目指すのは、

喚起したりす

 

プライチェー

ライチェーン

事業は 2003

でした（20

トといった国

よう、という

携は、長引

は限界があり

識されてきた

間の情報連携

通 BMS 導入

ーズな情報連

10 

ライチェ

販連携協議会

とが分かりま

、共通のタ

する活動を、

ーンの全体最

ン・マネジメ

3 年度に始

006 年度か

国際流通業が

うのが主な目

くデフレと

り、サプライ

たことが背景

携・情報共有

入推進宣言

連携による流

ーンの全

会」の動きを

ます。流通三

ーゲットで

、業界全体の

最適化」とも

メントの流

始まりました

から「流通シス

が日本に進出

目標でした。

と縮小する国

イチェーン全

景にあると思

有の共通イン

は、そのこ

流通サプライ

体最適化

を見ても、「

三層とも呼

ある消費者

の取組みと

も呼ばれま

通業界版と

たが、その事

ステム標準化

出したこと

 

国内消費市場

全体の取組

思われます。

ンフラとなる

とを改めて

イチェーンの

化 

「製配販連携

呼ばれる製（

者に対して新

して行うこ

す。1990

と言えます。

事業名は「流

化事業」とし

が刺激とな

場で勝ち残る

組み（全体最

。 

るのが流通

て認識させた

の全体最適化

携」が流通業

（メーカー）、

新鮮で安全な

ことで、より

年代の後半

流通 BMS

流通サプライ

して継続）。

なって、国際

るためには、

最適）が必要

BMS です。

たということ

化 

 

 

業

、

な

り

半

S

イ

際

、

要

。

と
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流通 BMS 導入企業名の公開 

流通 BMS 協議会では正会員、支援会員の協力を得るなどして、流通 BMS 導入済/予定企業を独

自に把握し、それぞれの企業に社名開示の承認を得て公開しています。2011 年 5 月 2 日現在の状

況は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な企業名は下記サイトをご覧ください。 

 http://www.dsri.jp/ryutsu-bms/info/info06.html 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

流通 BMS ロゴマーク使用許諾状況 

流通 BMS 協議会では流通 BMS の標準仕様に準拠した製品やサービスに対して、流通 BMS の

ロゴマークの使用を許諾しております。2011 年 5 月 24 日現在の状況は下記のとおりです。 

◇許諾総数：69 製品・サービス（提供企業数 39 社） 

 （69 製品・サービスの内訳） 

・EDI（通信+ＸＭＬ）製品：37 

・サービス（ASP/SaaS）：22 

・通信基盤：4 

・認証サービス：3 

・物流ラベル作成ソフト：3 

◇検索サービスの提供 

上記の製品・サービスの詳細は下記サイトから検索することができます。 

http://www.dsri.jp/ryutsu-bms/info/detail.html 

⼩売業
業態 導⼊済 導⼊予定 ⼩計

1. スーパー 55 14 69
2. 百貨店 3 6 9
3. ドラッグストア 1 3 4
4. ホームセンター 2 1 3
5. ⽣協事業連合 3 3

合計 64 24 88

卸売業・メーカー
業種 導⼊済 導⼊予定 ⼩計

1. ⾷品・飲料卸 47 47
2. 菓⼦卸 12 5 17
3. ⽇⽤品化粧品卸 9 5 14
4. 医薬品卸 4 2 6
5. アパレル・靴　卸・メーカー 8 1 9
6. ⾷品メーカー 15 2 17
7. 家庭⽤品　卸・メーカー 3 2 5
8. 包装資材　卸・メーカー 4 5 9

合計 102 22 124

最新状況 
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会員企業一覧 

正会員 

（2011 年 5 月 23 日現在。48 団体） 

ｵｰﾙ日本ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ協会 

（財）家電製品協会 

酒類加工食品企業間情報 

ｼｽﾃﾑ研究会（F 研） 

情報志向型卸売業研究会 

食肉流通標準化ｼｽﾃﾑ協議会 

（（財）日本食肉流通ｾﾝﾀｰ） 

（財）食品産業ｾﾝﾀｰ 

（財）食品流通構造改善促進機構 

（社）新日本ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ協会 

（財）生活用品振興ｾﾝﾀｰ 

全国医薬品小売商業組合連合会 

全国卸売酒販組合中央会 

全国菓子卸商業組合連合会 

全国化粧品日用品卸連合会 

全国青果卸売協同組合連合会 

（社）全国中央市場水産卸協会 

（社）全国中央市場青果卸売協会 

（社）全日本医薬品登録販売者協会 

全日本菓子協会 

全日本履物団体協議会 

全日本婦人子供服工業組合連合会 

（社）全日本文具協会 

（社）大日本水産会 

一般社団法人日本ｱﾊﾟﾚﾙ産業協会 

（社）日本医薬品卸業連合会  

大衆薬卸協議会 

（社）日本衛生材料工業連合会 

日本 OTC 医薬品協会 

（社）日本加工食品卸協会 

（社）日本玩具協会 

日本化粧品工業連合会 

日本 GCI 推進協議会 

一般社団法人日本出版ｲﾝﾌﾗｾﾝﾀｰ 

日本ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ協会 

（社）日本ｽﾎﾟｰﾂ用品工業協会 

日本生活協同組合連合会 

日本石鹸洗剤工業会 

（社）日本専門店協会 

日本ﾁｪｰﾝｽﾄｱ協会 

日本ﾁｪｰﾝﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ協会 

（社）日本ﾄﾞｩ･ｲｯﾄ･ﾕｱｾﾙﾌ協会 

日本歯磨工業会 

日本ﾊﾑ･ｿｰｾｰｼﾞ工業協同組合 

日本百貨店協会 

（社）日本ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ協会 

日本文紙事務器卸団体連合会 

（社）日本ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰ･ﾁｪｰﾝ協会 

一般社団法人日本ﾚｺｰﾄﾞ協会 

公益社団法人日本ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｼｽﾃﾑ協会 

協同組合 ﾊｳﾈｯﾄ 

 

支援会員 

（2011 年 5 月 23 日現在。156 社） 

（株）ｱｰﾙ 

（株）ｱｲｼｰｴｽ 

（株）ｱｲﾃｨﾌｫｰ 

（株）ＩＴﾋﾞｼﾞｮﾅﾘｰ 

（株）ｱｲﾈｯﾄ 

（株）ｱｸﾞﾘｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 

（株）あじょ 

（株）ｱｽｺｯﾄ 

（株）ｱｯﾄﾏｰｸ 

（株）ｱﾙｹﾐｯｸｽ 

ｲｰｻﾎﾟｰﾄﾘﾝｸ（株） 

（株）ｲｰﾈｯﾄ 

eBASE（株） 

ｲｰ･ﾏﾈｰｼﾞ･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ協同組合 

（株）ｲｼﾀﾞ 

伊藤忠ﾃｸﾉｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ（株） 

（株）ｲﾝﾀｰｺﾑ 

（株）ｲﾝﾃｰｼﾞ 

（株）ｲﾝﾃｯｸ 

（株）ｲﾝﾌｫﾏｰﾄ 

（株）ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｼﾝｸﾞﾘｻｰﾁ 

ｳﾞｨﾝｷｭﾗﾑ ｼﾞｬﾊﾟﾝ（株） 

ｳｪﾌﾞｽﾍﾟｰｽ（株） 

ｳﾙｼｽﾃﾑｽﾞ（株） 

（株）ｴｲ･ｱｲ･ｴｽ 

（株）ＨＢＡ 

ｴｽ･ｴｰ･ｴｽ（株） 

（株）ｴｽ･ｴﾌ･ｱｲ 

（株）SJC 

（株）S-Parts 

ｴｽ･ﾋﾞｰ･ｼｽﾃﾑｽﾞ（株） 

ｴﾇｱｲｼｰ･ｲﾝﾌｫﾄﾚｰﾄﾞ（株） 

（株）NEC 情報ｼｽﾃﾑｽﾞ 

NEC ﾈｸｻｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ（株） 

NEC ﾊﾟｰｿﾅﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ（株） 

ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株） 

ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｺﾑｳｪｱ（株） 

（株）NTT ﾃﾞｰﾀ NCB 

（株）NTT ﾃﾞｰﾀ ｽﾐｽ 

大阪市中央卸売市場 

大阪商工会議所 

（株）岡山情報処理ｾﾝﾀｰ 

沖縄流通 VAN（株） 

ｵﾌｨｽﾌﾅﾔﾏ 

ｵﾘﾝﾊﾟｽｼｽﾃﾑｽﾞ（株） 

ｶｽﾄﾌﾟﾗｽ（株） 

ｷﾔﾉﾝ IT ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ（株） 

（株）ｸﾗｲﾑ 

（株）ｹｲ･ｺﾑ 

けいしんｼｽﾃﾑﾘｻｰﾁ（株） 

K･ﾋﾞｼﾞﾈｽｻﾎﾟｰﾄ（株） 

（株）ｺｽﾓｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑｽﾞ 
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小林ｸﾘｴｲﾄ（株） 

（株）ｺﾑｱｿｰﾄ 

（株）ｻｲﾊﾞｰﾘﾝｸｽ 

（株）さくらｹｰｼｰｴｽ 

（株）ｻﾄｰ 

（株）ｻﾝﾚｯｸｽ 

（株）CSK 

（株）ｼｲｴｽｼｲ 

GMO ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｲﾝ（株） 

（株）ｼﾞｪｲ･ｴｽ･ｴｽ 

（株）JSOL 

JB ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（株） 

（株）ｼｽﾃﾑ・ﾄﾗｽﾄ 

（株）ｼｽﾃﾑﾍﾞｰｽ 

（株）ｼｽﾗﾎﾞ 

ｼｬｰﾌﾟｼｽﾃﾑﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ（株） 

（株）ｼﾞｬﾊﾟﾝｲﾝﾌｫﾚｯｸｽ 

SOOP（株） 

（株）ｽｺｰﾌﾟ 

住商情報ｼｽﾃﾑ（株） 

住友ｾﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ開発（株） 

ｾｲｺｰﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ（株） 

（株）ｾｿﾞﾝ情報ｼｽﾃﾑｽﾞ 

創玄塾 

大興電子通信（株） 

（株）大洋ｼｽﾃﾑﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

（株）ﾀﾄﾞﾗｰ 

TIS（株） 

（株）DTS 

（株）TKC 

（株）ﾃﾞｰﾀ･ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

ﾃｸﾄﾗﾝｼｽﾃﾑ 

（株）ﾃｸﾉﾌﾞﾚｰﾝ 

（株）ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝｾﾌﾟﾄ 

（株）ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株） 

鉄道情報ｼｽﾃﾑ（株） 

（株）寺岡ｼｽﾃﾑ 

（株）寺岡精工 

東芝情報機器（株） 

東芝ﾃｯｸ（株） 

ﾄｯﾊﾟﾝ・ﾌｫｰﾑｽﾞ（株） 

（株）ﾄﾗｲ 

（株）ﾄﾚﾝｽﾞ  

西日本ｵﾌｨｽﾒｰｼｮﾝ（株） 

日経ﾒﾃﾞｨｱﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ（株） 

（株）ﾆｯｾｲｺﾑ 

日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ（株） 

日本ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾘｰﾀﾞｰｽﾞｿﾌﾄｳｪｱ（株） 

日本経済新聞社 

日本事務器（株） 

日本情報通信（株） 

日本電気（株） 

日本ﾋｭｰﾚｯﾄ･ﾊﾟｯｶｰﾄﾞ（株） 

日本ﾍﾞﾘｻｲﾝ（株） 

日本ﾕﾆｼｽ（株） 

日本ﾗｯﾄﾞ（株） 

（株）ﾆｭｰﾄﾗﾙ 

（株）ﾈｸｽﾃｰｼﾞｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 

（株）野村総合研究所 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ（株） 

ﾊﾟﾜｰ･ﾜｰｸｽ（株） 

（株）日立情報ｼｽﾃﾑｽﾞ 

（株）日立製作所 

日立ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝ（株） 

（株）ﾋﾞｯﾄ･ｴｲ 

（株）ひむか流通ﾈｯﾄﾜｰｸ 

（株）ﾌｧｲﾈｯﾄ 

（株）ﾌｨﾝﾁｼﾞｬﾊﾟﾝ 

（株）福岡 CSK 

福岡流通 VAN（株） 

富士ｾﾞﾛｯｸｽ（株） 

富士ｿﾌﾄ（株） 

富士通（株） 

富士通ｴﾌ･ｱｲ･ﾋﾟｰ（株） 

（株）富士通ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 

（株）富士通総研 

（株）富士通中部ｼｽﾃﾑｽﾞ 

（株）富士通ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 

ﾌｭｰﾁｬｰｱｰｷﾃｸﾄ（株） 

（株）ﾌﾟﾗｽ 

（株）ﾌﾟﾗﾈｯﾄ 

（株）ﾌﾘｰﾎﾟｰﾄ 

（株）ﾍﾘｵｽ 

北陸ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ｻｰﾋﾞｽ（株） 

ﾎﾝﾀﾞﾛｼﾞｺﾑ（株） 

ﾐﾂｲﾜ（株） 

三菱電機ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（株） 

三菱電機ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑｽﾞ（株） 

（株）南日本情報処理ｾﾝﾀｰ 

（株）Minori ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 

（株）ﾐﾝｸｽ 

ﾒﾙｼｰﾈｯﾄ（株） 

ﾕｰｻﾞｯｸｼｽﾃﾑ（株） 

（株）U-Think 

（株）ﾕﾆｯｸｽ 

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾌｰﾄﾞ（株） 

（株）ﾗｲﾄﾞｳｪｰﾌﾞｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 

ﾗｲﾄｼｽﾃﾑｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株） 

（株）ﾗｯｸ 

（株）ﾘﾃｲﾙｻｲｴﾝｽ 

（株）ﾘﾝﾈｯﾄ 

ﾛｼﾞ共働促進（株） 

（株）ﾜｲ･ﾃﾞｨ･ｼｰ 

※新規支援会員：2 社（（株）ｼｲｴｽｼｲ、

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株）） 
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☆流通 BMS 協議会の活動も３年度目に入りました。発足後２年間、12 号分の編集を担当された山

岸さんが富士通に帰任されましたので、これを機に会報のデザインを刷新しました。ただし、現在

は見直しの途中です（本号は仮のデザインです）。次の７月末発行号から正式な新デザインに移行

する予定です。 

☆協議会草創期の２年間、運営委員長を務められた菱食の稲垣さんが４月いっぱいで退社されまし

た。運営委員会には流通 BMS の推進に主導的な役割を果たしている製配販の 14 業界団体の代表

の方が参加されていますが、必ずしも利害が一致しないそれらの業界の意見をとりまとめ、標準化

をリードしていただきました。 

特に２年目の昨年度は普及推進部会長も兼務されたほか、８、９頁で紹介した製・配・販連携協

議会の流通 BMS 導入推進 WG のリーダ代表として「導入宣言書」のとりまとめに奮闘されまし

た。２年間本当にお疲れ様でした。 

☆流通 BMS の導入企業名を公開していますが、５月２日現在で 212 社になり、ひと月前に比べて

10 社余り増えました。６月初の更新ではさらに 10 社ほど増える見込みです。 

最近いろいろなところで話を聞くと、導入の潜在需要が着実に高まっているという印象を受けて

います。ひとつは東日本大震災の影響もあって、小売業が基幹システムの運用を自社から外部委託

に切り替える傾向が見られ、その機会にEDIも流通BMS対応に、という話が増えているそうです。

もうひとつは製配販連携の動きに刺激され、自社仕様の EDI を流通 BMS に切り替える検討を開始

した小売業が増えている、ということです。このような潜在需要が顕在化すると思われる秋頃から、

公開企業が一気に増えるものと予想しています。 

☆当協議会が事務局を置いている（財）流通システム開発センターのホームページのデザインを 5

月 30 日に一新しました。今回の改訂は約２年ぶりで、外部からの検索が多い情報を分かりやすく

表示するなどの「ユーザビリティ」に重点を置きました。 

トップページでは流開センターの主要業務をダイナミックな動き（アドビ社のフラッシュプレー

ヤーのインストールが必要）で見せていますが、流通 BMS もそのひとつです。以前よりも流通

BMS の検索が増えることを期待しています。 

流開センターのホームページはこちらから→http://www.dsri.jp/index.htm      （尚） 
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